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非電離放射線に関する国際諮問委員会
国際電磁界プロジェクト 第25回国際諮問委員会

• WHOの活動、非電離放射線（NIR）に関する活動の紹介 ※

• 非電離放射線（NIR）防護について NIR Philosophy ※

• NIRを用いた美容機器 ※

• WHOの電磁界に関する活動報告

• 最近の研究活動のレビュー

• 国際ガイドライン（ICNIRP、IEEE/ICES)

• ５Gに関しての情報共有

（※のセッションは、EMFプロジェクトとUVプログラムの共同会議）

（2020年6月29日～7月１日 オンライン開催 参加者約100名）
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1） WHOの紹介
・組織再編、Webサイトのリニューアル

2） WHO環境保健クライテリアの進捗状況

3） NIR International Standardsの進捗

4) その他
５G情報の提供
５Gに関するデマ情報に対する対応 等

WHOから提供された主な話題
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1） WHOの紹介

• 非電離放射線については、Dept of Environment, Climate 
Change and Health（環境および気候変動と健康部門）に所属

https://www.who.int/publications/i/item/WHO-CED-PHE-DO-19.01

Departmentが作成した小冊子（２０１９）

大気汚染
室内空気汚染
水
衛生
化学物質安全性
光・電磁波・放射線
気候変動
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1） WHOの紹介 （Webサイトの更新）

https://www.who.int/



8

２） 環境保健クライテリア の進捗

• 低周波領域では、IARCの発がん性評価モノグラフを受けて、
EHCを発行済み。

• 高周波のIARC発がん性評価は2013年に発刊

• 高周波（Radio Frequency）の環境保健クライテリア（EHC）の
発行に向けての作業を進めている
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2018年に専門家に対し、優先するべきoutcomesについ
ての調査を実施
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3）International Standardsについての進捗状況
（Fundamental safety principle:FSP)

NIR-FSPは、 IAEA によるIR 防護のFSPおよび基本
安全基準（ Basic Safety Standard: BSS） をモデルに
し、WHO を含む国際機関が共同で作成。

各国における防護の規制を支援、また防護の国際的
な調和が目的。

現在、コアグループで調整を行っているが、COVID-
19のため作業が停滞中。
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4）その他 ５Gに関しての情報共有

• Webサイトに５Gに関してのQ＆Aを掲載
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• Webサイトに５Gに関してのQ＆Aを掲載
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